
 

令和７年度 石油コンビナート等における 

自衛防災組織の技能コンテスト競技要領 

 

１ 基本的事項 

⑴ 競技の主眼 

   本競技は、危険物施設等の火災に対する高所からの泡放水を想定した競技であり、活動・操作の安

全性、確実性及び迅速性を主眼とし、基本的な活動の体得、チームワークの醸成、士気・規律の向上

をもって、自衛防災組織及び共同防災組織（以下「自衛防災組織等」という。）の防災業務の技能向

上を図ることとする。 

⑵ 使用車両 

使用車両は、自衛防災組織等に配備する大型化学高所放水車及び泡原液搬送車又は高所放水車（大

型化学高所放水車、大型高所放水車又は普通高所放水車をいう。以下同じ。）及び化学消防車（大型

化学消防車又は甲種普通化学消防車をいう。以下同じ。）とし、以下の７つのパターンによるものと

する。 

なお、パターンＢ又はＣで参加する場合の大型化学高所放水車については高所放水機能のみ使用

するものとする（ただし、競技実施隊員については、「⑷イ(ア)」のとおりとする。）。 

Ａ 大型化学高所放水車及び泡原液搬送車 

Ｂ 大型化学高所放水車及び大型化学消防車 

Ｃ 大型化学高所放水車及び甲種普通化学消防車 

Ｄ 大型高所放水車及び大型化学消防車 

Ｅ 大型高所放水車及び甲種普通化学消防車 

Ｆ 普通高所放水車及び大型化学消防車 

Ｇ 普通高所放水車及び甲種普通化学消防車 

   ※使用車両で、消火薬剤タンク付き大型化学高所放車を検討中の事業所は、消防庁特殊災害室まで

御連絡ください。 

⑶ 想定 

   事業所内の屋外貯蔵タンクで火災が発生したとの情報により、自衛防災組織等の消火中隊が出場。

出場途上、タンク上部から黒煙が噴出しているのを確認したため、現場到着後、ただちに消火活動を

開始するもの。 

⑷ 競技実施隊員 

競技実施隊員の構成は、下記のとおりとする。 

  ア 上記⑵Ａの場合 

   (ア) 大型化学高所放水車小隊･･･中隊長（指揮者）１名、小隊長１名、機関員１名、隊員２名＊ 

   (イ) 泡原液搬送車小隊･･･小隊長１名、機関員１名 

  イ 上記⑵ＢからＧまでの場合 

 (ア) 大型化学高所放水車小隊･･･小隊長１名、機関員１名、隊員３名＊ 

 (イ) 大型高所放水車小隊･･･小隊長１名、機関員１名 

別添２ 



 

 (ウ) 普通高所放水車小隊･･･小隊長１名、機関員１名 

 (エ) 大型化学消防車小隊･･･中隊長（指揮者）１名、小隊長１名、機関員１名、隊員２名＊ 

 (オ) 甲種普通化学消防車小隊･･･中隊長（指揮者）１名、小隊長１名、機関員１名、隊員２名＊ 

＊ 石油コンビナート等災害防止法施行令第７条第６項に該当し、省力化している旨の現況届出書（石油コンビート

等災害防止法第 16 条第５項）を提出している場合は、石油コンビナート等における特定防災施設等及び防災組織

等に関する省令第 17 条の３第２項に規定する人数とすることができる。 

なお、省力可能であるのは隊員のみである。 

また、隊員間で無線、トランシーバー、拡声器、笛及びブザー等の資機材の使用は可とするが、省力化に資する

資機材を使用しても、競技要領に記載している内容は、省略できない。 

  ⑸ 隊員の服装 

  ア 完全防火着装が望ましいが、活動に支障ある場合は防火帽のシコロの開閉は問わない。また、シ

コロ未着用モデルの防火帽の使用も可とする。 

   イ 競技中は次に定めるゼッケンを付けること。 

   (ア) 中隊長「中」、小隊長「小」、機関員「機」、隊員「１」、「２」、「３」 

   (イ) 大きさは、縦横 24 センチメートル以上とする。 

   (ウ) 地は白色、黄色及び橙色のいずれかの一色とする。 

   (エ) 文字及び数字（アラビア数字）は黒色とする。 

   (オ) ゼッケンには、文字及び数字以外のものは一切表示しないこと。 

   (カ) 取付け方法は、問わない。 

  ⑹  実施場所 

 実施場所は、本コンテストに出場する自衛防災組織を設置している特定事業所又は出場する共同

防災組織を構成している特定事業所内とする。 

  ⑺  審査範囲 

 下記３「競技の流れ」における開始報告から終了報告までを行動審査の範囲とする。 

  ⑻  水利 

 水利は、石油コンビナート等における特定防災施設等及び防災組織等に関する省令第 10条又は第

12条に規定する消火栓、貯水槽又は河川等とする。 

  ⑼  ホース又は吸管 

ホースは、使用圧力 1.3MPa（13kg f/㎠）以上、内径 65ミリメートル又は 75ミリメートルの消防

用ホースとする。 

なお、ホースの長さ、本数は競技内容に合わせて各事業所で決定するものとする。 

吸管は、消防用吸管とし、消火栓から取水する場合には、消火栓の圧力に耐えうるものを使用する

ものとする。 

  ⑽  想定火点の位置 

想定火点の位置は、事前に中隊長と審査長で協議し、各事業所の施設の配置等を考慮して設定し、

明確に位置が確認できるように可能な限り目印等を設置することとする（高所放水車から、概ね 15

メートル以上距離を置くこととする）。 



 

  ⑾  放水 

 放水は水のみとする。なお、化学消防車による泡混合操作は、該当部分に触れること等による模擬

操作とし、泡原液搬送車から大型化学高所放水車への送液についても、ポンプ操作にかかる部分に触

れること等による模擬操作のみとする。 

 

２ 競技準備 

 ⑴ 想定火点を設定する（上記１⑽のとおり）。 

 ⑵  各定位置及び待機線等を設定する。 

  ⑶  車両は、火災現場に到着直後の状態とし、エンジンは停止して部署する。 

  ⑷  車両の窓を開放する。 

  ⑸ 任務分担及び乗車区分に基づき車両・機械器具を点検する（各事業所等の通常の発災時と同じ運用

とする）。 

 

３ 競技の流れ 

 ⑴ 集合・整列・点呼 

中隊長は集合指揮位置に立ち、「集まれ」の号令により、各小隊長、機関員及び隊員（以下「全隊

員」という。）を待機線に集め整列させ、「番号」の号令により小隊ごとに点呼を実施する。 

点呼実施後、中隊長は「整列休め」の号令により、全隊員を待機させ、中隊長待機位置へ移動し整

列休めの姿勢で待つ。 

⑵  開始報告 

進行補助者の「開始報告」の号令の後、進行者が進行者定位に移動を始めたら、中隊長は、基本の

姿勢をとり、「気をつけ」と号令する。 

進行者が進行者定位に移動後、中隊長は、半ば左向け左をし、報告位置まで、かけ足行進の要領で

発進し、進行者に挙手注目の敬礼を行い、「○○自衛防災組織（○○共同防災組織）、放水訓練を開

始します。」と報告し、挙手注目の敬礼を行った後、やや深い右向け右をし、中隊長指揮位置に至る。 

⑶  乗車 

中隊長の「乗車」の号令により、全隊員が乗車する。中隊長は、全隊員の乗車を確認後、乗車する。

機関員は乗車前に車輪止めを外して、車両の所定の位置へ積載する（車両の乗車定員を超える隊員

は、「乗車」の号令後、車両の助手席側に折り膝姿勢で待機し、小隊長の下車を確認した後、競技を

開始する）。 

各車両の小隊長は、自隊員（中隊長も含む）の乗車を確認後、直ちに機関員に「エンジン始動」と

下命する。各機関員は「エンジン始動」と復唱し、エンジン始動後、赤色灯及び前照灯を点灯する。 

⑷  競技開始 

    進行者の「操作はじめ」の号令（進行者に対する復唱は不要）により、競技を開始する。 

なお、当該「操作はじめ」の号令から、進行者が高所放水車の継続的な放水を確認し、旗を上げる

までを計時審査の範囲とする（詳細は「令和７年度 石油コンビナート等における自衛防災組織の技

能コンテスト審査要領」参照）。 



 

⑸  競技・放水・放水中止 

高所放水車からの放水を実施する(詳細は、下記４「競技・放水・放水中止実施上の留意事項」参

照)。 

  ⑹  競技終了 

   ア 放水停止を確認した後、進行者が「操作やめ」の号令をかける。 

中隊長は、「操作やめ」の号令を受けた後、中隊長指揮位置に至り各小隊長に「おさめ」と下命

する。 

各小隊長は隊員及び機関員（以下「隊員等」という。）に「おさめ」と下命する。 

    「おさめ」を受命した隊員等は消火栓を閉止し、赤色灯、車幅灯及びハザードランプを消灯して、

各車両のエンジンを停止する。 

その後、全隊員は待機線に集合する。 

   イ 放水塔及びホース（吸管を含む）の収納は省略する。 

  ⑺  点検 

    全隊員が待機線に集合後、中隊長は集合指揮位置に移動し「点検報告」と号令し、全隊員から点検

報告を受ける。 

なお、報告以前に服装の点検を実施する際は、一斉動作などによって美化させることを意識するこ

となく、身体各部、服装の異常の有無を各自が適切な方法によって確認する。 

  ⑻  終了報告・解散 

中隊長は点検報告後、「整列休め」の号令により全隊員を待機させ、中隊長待機位置へ移動し整列

休めの姿勢で待つ。 

進行補助者の「終了報告」の号令後、進行者が進行者定位に移動を始めたら、中隊長は、基本の姿

勢をとり、「気をつけ」の号令をかける。 

進行者が進行者定位に移動後、中隊長は、半ば左向け左をし、報告位置まで、かけ足行進の要領で

発進し、進行者に挙手注目の敬礼を行い、「○○自衛防災組織（○○共同防災組織）、放水訓練を終

了しました。」と報告し、挙手注目の敬礼を行う。 

進行者が進行者定位から離れた後、中隊長は回れ右をし、集合指揮位置へ移動して、待機線で整列

している全隊員を「わかれ」の号令により解散させる。 

 

４ 競技・放水・放水中止実施上の留意事項 

  ⑴  全般的事項 

  ア 競技は、安全確保を最優先し、各種操作は確実に行うとともに、実際の災害現場を想定した活動

を行うこと。 

  イ 隊員等は各小隊長により、各小隊長は中隊長により下命を確実に受け活動等を行うこと。ただ

し、不安全行動等がなされようとする際は、この限りではない。 

  ウ 各隊長より受命した者は、下命した者に対し受命した旨を意思表示することで、確実な伝達を実

施すること。 

  エ 隊員等は、各小隊長へ、各小隊長は中隊長へ操作内容の実施状況や実施結果の報告等を実施する



 

こと。 

オ 小隊長及び隊員が中隊長及び機関員の専任部分を兼務して操作及び確認等（人を介しても同様

とする。）をすることはできないこととする。ただし、小隊長は隊員の活動を兼務できることとす

る。 

なお、中隊長及び機関員は、専任部分の活動に支障がない範囲において専任部分以外を兼務する

ことはできることとする。 

  カ 全隊員は、使用車両・機械器具に精通するとともに、これらの愛護に心掛けること。 

キ 各種扉等の開閉操作を含めた車両・機械器具の操作確認時、各資機材・装置の異常の有無の確認

時、その他安全確認時には、「指差・呼称」を実施すること。 

ク 放水塔伸長中及び伸長後は、放水塔の垂直下部投影面の横切り移動は禁止とする。 

  ⑵  中隊長について 

  ア 中隊の指揮をとること。 

  イ 全隊員を掌握でき、各小隊長に確実に下命できるよう、適宜適切な位置に移動し指揮をとるこ

と。 

  ウ 全隊員の動作及び操作を十分に監視し、中隊全ての安全管理を行うとともに、活動内容を掌握す

ること。   

  エ 下命は、簡潔明瞭かつ適切であること。 

  ⑶  小隊長について 

  ア 小隊の指揮をとること。 

  イ 隊員等を掌握でき、確実に下命できるよう、適宜適切な位置に移動し指揮をとること。 

  ウ 自隊の安全管理を適宜適切に実施すること。 

  エ 下命は、簡潔明瞭かつ適切であること。 

  ⑷  機関員について 

   ア 高所放水車の機関員は、安全操作を心がけ、急激な塔操作、バルブ操作及びポンプ操作は行わな

いこと。 

  イ 化学消防車及び泡原液搬送車の機関員は、安全操作を心がけ、急激なポンプ操作及びバルブ操作

は行わないこと。なお、化学消防車による泡混合操作及び泡原液搬送車から大型化学高所放水車

への送液に係るポンプ操作等は模擬操作とするが、模擬操作の際には、操作に係る動作や指差・呼

称等を確実に実施すること。 

  ウ 機関員の専任部分は、乗車前及び降車後における車輪止めの解除・設定、アウトリガー張出し・

ジャッキアップ操作、放水塔操作、中継バルブ（吸水コック及び吸液コック）の開閉操作又は開閉

確認、送液準備、送液操作及び放水操作（水ポンプ操作及び原液ポンプ操作）とする。 

  エ 代車等で赤色灯が整備されていない車両を使用する場合において、点灯・消灯時は「赤色灯よ

し」等の指差・呼称を実施することで赤色灯の点灯・消灯を行ったものとする。 

  オ 自車の安全管理を適宜適切に実施すること。 

  ⑸  各操作要領 

  ア 水利部署要領 



 

水利部署は、消火栓１基から双口で取水することとし、接続は消防用ホース又は消防用吸管を使

用すること。また、貯水槽又は河川等から取水する場合は、消防用吸管を使用すること。 

  イ ホース及び各種資機材の格納要領 

     ホース及び各種資機材の格納位置及び格納状態については問わないものとするが、通常運用時

と同一とすること。 

  ウ ホースの搬送及び展張要領 

     ホースの搬送及び展張については、両手又は片手でも可とする。ただし、安全操作及び機械器具

の愛護に心掛け、結合金具の著しい振り回し、落下、投げ捨て、蹴飛ばし、踏みつけ等の危険行為

をしないこと。 

     ホース展張については、手びろめ、折りたたみ展張、ホースバッグ及びホースカー等を用いた展

張とし、車両側から展張、車両に向かって展張の別を問わない。 

なお、各隊員の競技中におけるホースの搬送及び展張については、消火活動や安全管理に支障の

ないように実施すること。 

   エ ホースの結合要領 

ホースの結合は、オス金具とメス金具を結合した後に、確実に結合しているかを引っ張り動作等

により確認すること。 

なお、ネジ式の場合の結合確認は、スパナによる締め付け確認によることとし、引っ張り動作に

よる確認は不要とする。 

消火栓や車両放水口との結合時は、変形、使用に支障の無いことを確認してから結合すること。 

  オ 車両への乗車及び降車前後の操作要領 

     中隊長及び全隊員は安全な乗車及び降車を実施すること。また、機関員は「操作はじめ」の号令

後に、前照灯から車幅灯に切り替え、ハザードランプを点灯させ、降車時には、直ちに自車に車輪

止めを設定すること。 

  カ 車両の操作要領 

   (ア) 車両の操作要領は、原則として各事業所の配備車両の取扱要領のとおりとする。 

 (イ) アウトリガーの張出しとジャッキアップは個別に操作すること。ただし、個別設定の出来な

い車両については、この限りではない。 

   (ウ) アウトリガーの張出し前には、設定場所の地盤面の安全確認を実施すること。 

     (エ) アウトリガーの張出し及びジャッキアップ操作中は、機関員等がアウトリガー周辺の安全管

理を実施し、緊急時には機関員が直ちに停止できるようにすること。 

(オ) アウトリガー張出し後、スプリングロックの作動状況を確認し、さらに、ジャッキアップ終了

後、アウトリガーを押す等により、荷重状態の確認を実施すること。 

     なお、スプリングロックがジャッキアップ後に作動する場合は、ジャッキアップ後に作動状況

を確認し、またスプリングロック機能の無い車両の場合は、車輪止めを再設定すること。 

     (カ) アウトリガーの接地面には敷板を設置すること。 

なお、事前取付式の敷板を使用する際は、配備車両の仕様を満たしており安全性が確認されて

いるもの（配備車両の付属品、メーカー購入品等）とすること。 



 

(キ) アウトリガーの張出し及びジャッキアップ中は、車両に対して同じ側にあるアウトリガーの  

先端２点を結ぶラインから車両までの領域及びこの周辺への立ち入りを禁止する。 

   (ク) 高所放水車へのホースの結合は、ジャッキアップ実施後とすること。 

キ 放水要領 

(ア) 高所放水車の正面中央又は後方中央を０°とし、放水塔基部を中心に放水塔を概ね 45°の位

置に旋回させ放水し、放水ノズル（塔）の高さは全伸長とする。ただし、塔高さが 20メートル

以上であるということが確認（デジタル表示及び作業範囲図パネルのどちらも可）できる車両

の場合は、20メートル以上の高さとなるよう伸長することを可とする。 

(イ) 放水塔を旋回・伸長後に、中隊長が、「放水はじめ」を下命する。 

(ウ) 機関員は、「放水はじめ」を受命したら、ノズルを下方にむけたままの状態で「放水はじめ」

と呼唱し放水を開始する。放水活動に伴い、エンジン回転数が上昇・下降などの場合は、適宜各

機器を調整し、継続的な放水（放水ノズルからの放水が棒状となった状態）かつ流量計で放水量

2,000ℓ/min を確認したら「放水量よし」と小隊長に報告を実施し、５秒以上放水を保持した後、

ノズルを想定火点に向けて放水する。 

(エ) 進行者が高所放水車の継続的な放水を確認して旗を上げ、想定火点に放水したら中隊長は各

小隊長に「放水やめ」と下命する。なお、目印等への命中の有無は問わない。 

(オ) 各小隊長は、中隊長の「放水やめ」を受命後、各機関員に「放水やめ」と下命する。 

(カ) 各機関員は、各小隊長の「放水やめ」を受命後、「放水やめ」と復唱し、ポンプの回転数を

徐々に下げて放水をやめる（消火栓圧力が高く、放水コックで放水を停止できない場合は、消火

栓を閉めて放水を停止する）。 

(キ) 中隊長は、各小隊長に「おさめ」を下命する。各小隊長は、隊員等に「おさめ」を下命する。

「おさめ」を受命した隊員等は、消火栓を閉止後、ＰＴＯ等をＯＦＦにし、エンジンを停止する。 

  ⑹  その他 

  ア 審査長等が、著しく危険と判断した場合は、直ちに競技を中止するものとする。 

イ その他詳細事項は、別紙「石油コンビナート等における自衛防災組織の技能コンテスト競技フロ

ー」及び別図１－１から別図１－５又は別図２－１から別図２－５による。 

ウ 技能コンテストは、自衛防災組織等の防災技能の向上を図るものであることから、競技参加者の

負担とならないよう競技開始前の式典等の実施については求めないこととする。 



中隊長

進行者

中隊長

全隊員

各小隊長

各機関員

競技開始 進行者

進行者

機関員

　小隊長からの「エンジン始動」を受命し、「エンジン始動」と復唱して、エンジンを始動させ、赤色灯及び前照灯を点灯する。

　競技要領に基づく競技を実施、審査については審査票参照

　継続的な放水かつ流量計で2,000ℓ/minを確認後、「放水量よし」と小隊長に報告する。

　継続的な放水（放水ノズルからの放水が棒状となったとき）を確認できた時点で旗を上げ、進行補助者は計時を止める。

石油コンビナート等における自衛防災組織の技能コンテスト競技フロー

実 施 項 目 審査範囲 実 施 要 領

集合
・
整列
・
点呼

　集合指揮位置に立ち、「集まれ」の号令をかけ全隊員を待機線に集め整列させ、「番号」の号令により小隊ごとに点呼を実施する。

　点呼実施後、「整列休め」の号令により全隊員を待機させ、中隊長待機位置へ移動し整列休めの姿勢で待つ。

全隊員

　全隊員は、待機線上に小隊ごとに列び、別図１－１または別図２－１のように集合・整列する。

　中隊長の「番号」の号令により、全隊員は順次番号を呼唱する。

　中隊長の「整列休め」の号令により、全隊員は整列休めの姿勢で待機する。

　※省力化を図っている事業所については、それぞれに対応させるものとする。

　２台の車両のエンジンが始動したことを確認し、「操作はじめ」と号令し、同時に進行補助者は計時を開始する。

競技・放水

開始報告

　進行補助者の「開始報告」の号令の後、進行者定位に移動する。

　進行者が進行者定位へ移動を始めたら、基本の姿勢をとり「気をつけ」と号令する。
　進行者が進行者定位に移動後、半ば左向け左をし、報告位置までかけ足進行の要領で発進し、進行者に挙手注目の敬礼を行い、「○○自衛防災組織
（○○共同防災組織）、　放水訓練を開始します。」と報告し、挙手注目の敬礼を行い、やや深い右向け右をし、中隊長指揮位置に至る。
　中隊長指揮位置で「乗車」と号令し、全隊員が乗車したのを確認し、自らも乗車する。
　※機関員は、乗車前に車輪止めを外すこと。

　中隊長からの「乗車」の号令を受け、全隊員が乗車する。
　※車両の乗車定員を超える隊員は、「乗車」の号令後、車両の助手席側に折り膝姿勢で待機し、各小隊長の下車を確認した後、競技を開始する。

　自隊員（中隊長も含む）の乗車を確認し、「エンジン始動」と下命する。

標準時間 ５分00秒

行

動

審

査

範

囲

計

時

審

査

範

囲

別紙



中隊長

各小隊長

各機関員

進行者

中隊長

各小隊長

隊員等

中隊長

全隊員

中隊長

全隊員

進行者

中隊長

中隊長

全隊員

　進行者が旗を上げるのを確認し、想定火点に放水するのを確認できたら、中隊長は各小隊長に「放水やめ」と下命する。

　各機関員は、各小隊長の「放水やめ」を受命後、「放水やめ」と復唱し、ポンプの回転数を徐々に下げて放水をやめる。

　放水停止を確認後、「操作やめ」と号令する。

　進行者の「操作やめ」の号令を受けた後、中隊長指揮位置に至り、各小隊長に「おさめ」と下命する。

　小隊長の「おさめ」を受命後、消火栓の閉止及びＰＴＯ等をＯＦＦにし、赤色灯、車幅灯及びハザードランプを消灯して、各車両のエンジンの停止後、全
隊員は待機線に集合する。

　各小隊長は、中隊長の「放水やめ」を受命後、各機関員に対し「放水やめ」と下命する。

　中隊長から「おさめ」を受命後、隊員等に「おさめ」を下命する。

点　　検

　全隊員が待機線集合後、集合指揮位置に移動し「点検報告」と号令し、全隊員からの点検報告を受ける。

　
　全隊員は、別図１－５または別図２－５のように整列し、点検報告を実施する。

終了報告

　点検報告後、「整列休め」の号令をかけ、自らも中隊長待機位置へ移動し、整列休めの姿勢で待つ。

　中隊長の「整列休め」の号令により整列休めの姿勢で待機する。

　進行補助者の「終了報告」の号令の後、進行者定位に移動する。

　進行者が、進行者定位へ移動を始めたら、基本の姿勢をとり、「気をつけ」と号令する。
　進行者が進行者定位に移動後、半ば左向け左をし、報告位置まで、かけ足進行の要領で発進し、進行者に挙手注目の敬礼を行い、「○○自衛防
災組織（○○共同防災組織）、放水訓練を終了しました。」と報告し、挙手注目の敬礼を行う。

放水停止

解散

　進行者が進行者定位から離れた後、回れ右をし、待機線で整列している全隊員に「わかれ」と号令し、全隊員を解散させる。

　中隊長の「わかれ」の号令により、一斉に中隊長に相対し挙手注目の敬礼を行い解散する。

　　　※省力化が図られている組織については、その事業所の実態に合わせるが、中隊長及び各車両の機関員は、専任とするものとする。

行

動

審

査

範

囲



※2
※1

※1

「各種位置・乗車配置」

集合指揮位置

小機

10m

泡原液搬送車

（泡原搬）

中 機

小 ２１

小 機

乗車配置

乗車配置

小機１２
1.5m

中

1.5m

1.5m

待機線 中隊長待機位置

中隊長指揮位置

1.5m

2m

進行者定位

報告位置

大型化学高所放水車

（大化高）

１

２

※1 車両の乗車

定員を超える場

合

「乗車」～小隊

長下車まで

の隊員待機場所

（折り膝待機）

※2 乗車配置は

一例である。

進行者

進行補助者

・安全のため、車輪止めを設

定する。

・車両の左右すべての窓は、

開放しておくものとする。

1.5m

別図１－１

（大化高小隊）

（泡原搬小隊）



※2
※1

※1

「集合・整列・点呼・開始報告・乗車」

集合指揮位置

小機

泡原液搬送車

（泡原搬）

中 機

小 ２１

小 機

乗車配置

乗車配置

小機１２ 中

別図１－２

待機線 中隊長待機位置

中隊長指揮位置

進行者定位

報告位置

大型化学高所放水車

（大化高）

１

２

※1 車両の乗車

定員を超える場

合

「乗車」～小隊

長下車まで

の隊員待機場所

（折り膝待機）

※2 乗車配置は

一例である。

中

中

➀

➁

➂

中 ➃

進行者
大化高待機線の整列要領

【７名で競技】

１番員が中央

【５名又は６名で競技】

機関員が中央
進行補助者

【待機から乗車までの要領】

・中隊長は、集合指揮位置①で「集まれ｣によ

り全隊員を集合させ整列させる。小隊ごとに

「番号」により点呼（大化高小隊「番号」、

泡原搬小隊「番号」）を実施後、全隊員を

「整列休め」により待機させ、中隊長待機位

置②に移動し自ら整列休めの姿勢で待機する。

＊小隊名は上記の略語でも可とする。
・進行補助者の「開始報告」の号令の後、進

行者が進行者定位に移動を始めたら、中隊長

は、「気をつけ」と号令する。

・進行者が進行者定位に移動後、中隊長は報

告位置③まで移動し、開始報告を実施する。

・中隊長は、開始報告後、やや度の深い右向

け右をし、右向け止まれの要領で、中隊長指

揮位置④に移動する。

・中隊長は、自らのタイミングで「乗車」の

号令をかける。全隊員が乗車した後、自らも

乗車する。

・各機関員は乗車前に車輪止めを外して車両

（大化高小隊）

（泡原搬小隊）



０°

４５°

「放水要領」

泡原液搬送車

（泡原搬）

大型化学高所放水車

（大化高）

・放射角は、大化高の正面又

は後方を0°とした場合、放

水塔基部を中心に概ね45°の

位置とする。

・左右は、問わないものとす

る。

・放水塔は全伸塔若しくは地

上高20ｍ以上とする。

・放水塔伸長中及び伸長後は、

放水塔の垂直下部投影面の横

切り移動は禁止とする。

各ホースの展張前の格納状態

（二重巻・折りたたみ）及び

接続方法（ねじ式・差込式）

は問わない。

泡原搬は、泡原液送液体勢を

とる。なお、実際には送液し

ないが、該当部分に触れるこ

と等による模擬操作とする。

車両部署は、幅員６

m以上の通路上とす

る。

想定火点は、事前に中隊長と

審査長で協議して設定し、大

化高より概ね15ｍ以上距離を

置くこととする。

・放水塔を旋回・伸張後に中

隊長は「放水はじめ」と下命

する。

・機関員は「放水はじめ」を

受命後、ノズルを下に向けた

まま「放水はじめ」と呼唱し

放水を開始する。

・機関員は継続的な放水かつ

放水量2,000ℓ/minを確認後、

「放水量よし」と報告し、５

秒以上放水を保持した後、ノ

ズルを想定火点に向けて放水

する。

15m

本図は一例です。ホースの本数、ホース接続の左右の位置等は実施場所の実情にあわせて調整してください。

別図１－３

想
定
火
点



「アウトリガー張出し、ジャッキアップ」

泡原液搬送車

（泡原搬）

大型化学高所放水車

（大化高）

【アウトリガー張出し中及び

ジャッキアップ中】

・網掛け部分内は、危険区域であ

るため立入禁止とする。

・網掛け部分外までのホース展張

は可能とする。

・全隊員は、網掛け部分（アウト

リガー周辺）の安全管理を実施し、

緊急時に直ちに停止できるように

するものとする。

・事前に敷板の設置箇所に目印等

をしない。

本図は一例です。ホースの本数、ホース接続の左右の位置等は実施場所の実情にあわせて調整してください。

・アウトリガー張出し前には、設定場所の地盤面の確認を実施すること。

・原則として、アウトリガーの張出しとジャッキアップは個別に操作すること。

・地盤面の状況にかかわらず敷板を設置すること。

別図１－４



「競技終了・点検・終了報告・解散」

集合指揮位置

泡原液搬送車

（泡原搬）

機１２

小

中

待機線 中隊長待機位置

中隊長指揮位置

進行者定位

報告位置

大型化学高所放水車

（大化高）

進行者

中

中

➁➄

➂

➃

中 ➀

進行者

小

機

1.5m

整列要領

【７名で競技】

１番員が中央

【５名又は６名で競技】

大化高機関員が中央

別図１－５

進行補助者

【「放水やめ」から「わかれ」までの要領】

・進行者が大化高の継続的な放水を確認して旗を

上げたら、中隊長は各小隊長に「放水やめ」と下

命する。各小隊長は、受命した後、各機関員に

「放水やめ」と下命する。各機関員は、受命した

後、「放水やめ」と復唱し、ポンプの回転数を

徐々に下げて放水をやめる。

・進行者の「操作やめ」の号令後、中隊長は、中

隊長指揮位置①で各小隊長に「おさめ｣と下命する。

各小隊長は、隊員等に「おさめ」を下命する。隊

員等は消火栓の閉止等を行った後、待機線に整列

する。

・中隊長は、集合指揮位置②に移動して「点検報

告」と号令し、全隊員から点検報告を受け、「整

列休め」により待機させ、中隊長待機位置➂まで

移動し、整列休めの姿勢で待機する。

・進行補助者の「終了報告」の号令の後、進行者

が進行者定位に移動を始めたら、中隊長は、「気

をつけ」の号令をかける。

・進行者が進行者定位に移動後、中隊長は、報告

位置➃まで移動し、終了報告を実施する。

・中隊長は、報告後、回れ右をし、集合指揮位置

➄へ移動し「わかれ」の号令により解散させる。

（大化高小隊）

（泡原搬小隊）



※2
※1

※1

※2
※1

※1

「各種位置・乗車配置」

集合指揮位置

小機1.5m

10m

化学消防車

小 機

１ ３２

中 機

乗車配置

乗車配置

小機１２
1.5m

中

別図２－１

1.5m

1.5m

待機線 中隊長待機位置

中隊長指揮位置

1.5m

2m

進行者定位

報告位置

高所放水車

１２※1 車両の乗車定

員を超える場合

「乗車」～小隊長

下車まで

の隊員待機場所

（折り膝待機）

※2 乗車配置は一

例である。

進行者

進行補助者

・安全のため、車輪止めを設

定する。

・車両の左右のすべての窓は、

開放しておくものとする。

３

１２

１ ２

〔③②①〕は

高所放水車使

用時の隊員

（高所放水車小隊）

（化学消防車小隊）

３

小２

１

※1 車両の乗車定

員を超える場合

「乗車」～小隊長

下車まで

の隊員待機場所

（折り膝待機）

※2 乗車配置は一

例である。



※2
※1

※1

※2
※1

※1

「集合・整列・点呼・開始報告・乗車」

集合指揮位置

化学消防車

小 機

１ ３２

中 機

乗車配置

乗車配置

小機１２ 中

別図２－２

待機線 中隊長待機位置

中隊長指揮位置

進行者定位

報告位置

高所放水車

１２※1 車両の乗車

定員を超える場

合

「乗車」～小隊

長下車まで

の隊員待機場所

（折り膝待機）

※2 乗車配置は

一例である。

中

中

➀

➁

➂

中 ➃

進行者

小機１２

３

３

小１ ２

（高所放水車小隊）

（化学消防車小隊）

１

２

※1 車両の乗車

定員を超える場

合

「乗車」～小隊

長下車まで

の隊員待機場所

（折り膝待機）

※2 乗車配置は

一例である。

進行補助者

【待機から乗車までの要領】

・中隊長は、集合指揮位置①で「集まれ｣によ

り全隊員を集合させ整列させる。小隊ごとに

「番号」により点呼（高所放水車小隊「番

号」、化学消防車小隊「番号」）を実施後、

全隊員を「整列休め」により待機させ、中隊

長待機位置②に移動し自ら整列休めの姿勢で

待機する。

＊小隊名は上記の略語でも可とする。
・進行補助者の「開始報告」の号令の後、進

行者が進行者定位に移動を始めたら、中隊長

は、「気をつけ」と号令する。

・進行者が進行者定位に移動後、中隊長は報

告位置③まで移動し、開始報告を実施する。

・中隊長は、開始報告後、やや度の深い右向

け右をし、右向け止まれの要領で、中隊長指

揮位置④に移動する。

・中隊長は、自らのタイミングで「乗車」の

号令をかける。全隊員が乗車した後、自らも

乗車する。

・各機関員は乗車前に車輪止めを外して車両

の所定の位置に積載する。
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「放水要領」

化学消防車

別図２－３

高所放水車

化学消防車は、高所放水車へ

送水を行う。なお、化学消防

車による泡混合操作は、該当

部分に触れること等による模

擬操作とする。

車両部署は、幅

員６m以上の通

路上とする。

想定火点は、事前に中隊長と

審査長で協議し設定し、高所

放水車より概ね15m以上距離を

置くこととする。

15m

本図は一例です。ホースの本数、ホース接続の左右の位置等は実施場所の実情にあわせて調整してください。

想
定
火
点

・放水塔を伸長・旋回後に中隊

長は「放水はじめ」と下命する。

・機関員は「放水はじめ」を受

命後、ノズルを下に向けたまま

「放水はじめ」と呼唱し放水を

開始する。

・機関員は継続的な放水かつ放

水量2,000ℓ/minを確認後、「放

水量よし」と報告し、５秒以上

放水を保持した後、ノズルを想

定火点に向けて放水する。

・放射角は、高所放水車の正

面又は後方を0°とした場合、

放水塔基部を中心に概ね45°

の位置とする。

・左右は、問わないものとす

る。

・放水塔は全伸塔若しくは地

上高20ｍ以上とする。

・放水塔伸長中及び伸長後は、

放水塔の垂直下部投影面の横

切り移動は禁止とする。

各ホースの展張前の格納状態

（二重巻・折りたたみ）及び

接続方法（ねじ式・差込式）

は問わない。



「アウトリガー張出し、ジャッキアップ」

化学消防車

別図２－４

高所放水車

本図は一例です。ホースの本数、ホース接続の左右の位置等は実施場所の実情にあわせて調整してください。

・アウトリガー張出し前には、設定場所の地盤面の確認を実施すること。

・原則として、アウトリガーの張出しとジャッキアップは個別に操作すること。

・地盤面の状況にかかわらず敷板を設置すること。

【アウトリガー張出し中及び

ジャッキアップ中】

・網掛け部分内は、危険区域であ

るため立入禁止とする。

・網掛け部分外までのホース展張

は可能とする。

・全隊員は、網掛け部分（アウト

リガー周辺）の安全管理を実施し、

緊急時に直ちに停止できるように

するものとする。

・事前に敷板の設置箇所に目印等

をしない。



「競技終了・点検・終了報告・解散」

集合指揮位置

化学消防車

機１２ 中

別図２－５

待機線 中隊長待機位置

中隊長指揮位置

進行者定位

報告位置

高所放水車

進行者

進行補助者

中

中

➁➄

➂

➃

中 ➀

進行者

小
1.5m

３

小機１２

（高所放水車小隊）

（化学消防車小隊）
【「放水やめ」から「わかれ」までの要領】

・進行者が高所放水車の継続的な放水を確認して

旗を上げたら、中隊長は各小隊長に「放水やめ」

と下命する。各小隊長は、受命した後、各機関員

に「放水やめ」と下命する。各機関員は、受命し

た後、「放水やめ」と復唱し、ポンプの回転数を

徐々に下げて放水をやめる。

・進行者の「操作やめ」の号令後、中隊長は、中

隊長指揮位置①で「各小隊長に「おさめ｣と下命す

る。各小隊長は、隊員等に「おさめ」を下命する。

隊員等は消火栓の閉止等を行った後、待機線に整

列する。

・中隊長は、集合指揮位置②に移動して「点検報

告」と号令し、全隊員から点検報告を受け、「整

列休め」により待機させ、中隊長待機位置➂まで

移動し、整列休めの姿勢で待機する。

・進行補助者の「終了報告」の号令の後、進行者

が進行者定位に移動を始めたら、中隊長は、「気

をつけ」の号令をかける。

・進行者が進行者定位に移動後、中隊長は、報告

位置➃まで移動し、終了報告を実施する。

・中隊長は、報告後、回れ右をし、集合指揮位置

➄へ移動し「わかれ」の号令により解散させる。
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